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知覚構文 目的（－1a） 意志（－ya） 命令（φ）
sge跨
uje－
nau一
○
○
○
○
○
○
○
○
○
目的語の抽象性
具　体　　的
抽象的
（場所、人、動物、物、様子）
sge一 ○ ○
uj｛卸 ○ ○
11au　 ○
場所を表す目的語の格
与位格
一du
位格
一re 一うi
対格
一nu
位格＋対格
一renu
ゼ　　ロ
sge－
uj（勢
nau一
○
○
○
○
○
○
○
○ ○
継続性
　・　鱒
つ王sau一
　o層　　　●　◎
－311正guna
sge一
　　層
Uje門
nau一
○
（○）
○
否定、疑問
否　　　定 疑　　　　　　問
1ii＿m
　　nii
n乃igui／a bii
なに
yaan（nu）
yama
　　どんな様子
yaannu　dundogdu
ど　こ
anjii
sge－
uj（㍗
篇au　
○
○
○
○ ○
○
○
○
○
○
騒
鹸集第5号（1991年）
非自制性と自制性に分けて意味を表示すると次のようになる。
非自鰯的 自　制　的
見える 面倒を見る、様子を見る
sge一
偶然に出くわす、見かける
見なす、思う 意図的に会う
～てみる
（苦難に）あゲ （占いを）する＊
uje一 見舞う＊
治療する＊
（顔を）重んじる＊
よく見る
撤au一 よく見る
関係する 知覚構文
霞的（－la）
継続（→isau－）
構　　文 命令
　＊は慣用的な表現で「見る」という直撲的な行為から少しずれているものである。MQMの
niurdu　uje－「顔を重んじる」（中国語訳は講面子）とDMFのniurdU　nau一ヂまっすぐ見る」
（フラソス語訳はregarder　en　face）とを比べるとuje一の抽象性のとnau一の具体性の違いが
よくわかる。
註
（1）Schr6derのテキストには多くのバリエーショソが現れるため、最も代衷的な形式を寵す。バリエーショ
　　ソについては角道（1990a）を参照されたい。
（2）awu－／wari一については、慣用的な表現を除くと、生き物が目的語の揚合は「捕える」の意味でawu一が
　　用いられ、物が§的語の場合は「入手する」、　「買う」、rもらう」等の意味でawu一が用いられ、「手に
　　持つ」の意味でwari一が用いられる。「もって行く／来るjの場合はawu胃が用いられることのほうが多
　　いo
　　　xji－／yau一については一般的な傾向として輿的地が明確な場合は幻i－、そうでない揚合はyau一が用い
　　られる。…ji　xji一の形式で「～してしまう」という意味になる。
　　　kile－／gule－　｝こついては一一・gijl　kile－「…という」、　kResan　ba「（次のように）書った」の揚合はk鍍e一
　　が絹いられ、内容があること「話す」場合はgule一が用いられる。　ugo「ことば」はgule一と共起するこ
　　との謄うが多いようである。土族語には、モソゴル文語のyarFに対応する語は存在しない。
（3）次のtau－　eよ漢語からの借用語であり、漢語の用法をそのまま受け継いでいるためrかぶせる」と「つな
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土族語（モソグtル語）の類義語　sger，師o－，　wwについて
ぐ」という全く異なる意味を持ち合わせている。ko玉i一の用法と比べると以下のようになる。訳語だけに
頼って意義の広がりを図示すると、日本語の掲合と中国語の掲合とで異なってくる。
taula一
ko玉i一
套（taol＞
斑or宝　tau玉a
deelnaa　taula
套（tao4）
駕（jia4）
t圭rge　ko蕪
njasi　ko玉圭
重ねる、かぶせる
ρなわでつrl　〈・
馬をつなぐ
服をかぶせる
口なわでつなぐ
（ウシやウマに）車をつなぐ、車や農具を引かせる
馬をつなぐ
鍬を引かせる
かぶせる　　つなぐ　　引かせる 套 駕
tau玉a－
ko1レ
（4）互助方欝の下位方雪のひとつであるFulaan　Rura方醤の例が1倒ある。次のように正書法でex　ujeenu
　　「晃て」となるべき語がujeedとなっている。
　　　　　　Te　udenu　neenge　nige　　ujeed　gharaa　xj三wa．（τW会詣12＞
　　　　　　あの戸を開けてちょっと晃て　出　て行った。
（5）例文をテキストの通りに引用すると補助認号等が繁雑すぎるので、方書間の微妙な差異が失われるけれど
　　も『土漢詞典』に基づいて正密法に統一する。固有名詞以外でこの辞欝にない語は正藩法の表詣に最も近
　　いと思われる形を［］に入れて記す。方君間の違いで燈も大きいのは次のような母音の表記である。
a類
b類
c類
d類
e類
東溝方言　　　Halqi　ghu1方言
if土漢詞典』　　　TopaeBa
uu
au
00
ee
ai
ジ
シ
6
§，ie，　ie
弓
形態素の違いには次のようなものがある。
位格
形動詞過去
仮定副鋤詞
造　格
三人称命令
属格／対格＋ni
『土漢調典』
一re
一san
一一sa
－
l
a
一nii　ni
VM　I，　II
O，6，iu，U，（UO）
O，δ　　　（UO）
◎，O，UO
e，e，e
e，e追，a
『簡誌』
一san
一sa
－
la
－｝age
－Rll　ne
Narin　ghu1方書
　　DMF
Halqi　ghul方言
　　一pa
　　’－ca”
一ca
一涙a
－
（Jlax）re
　HeH1
通
摯
6，UO
e，le，le
夢
VMI，　H
　－r琶
　一dza且
　一dza
　一玉a
　－lag6
　－n圭ni
Narin　ghul方言
一re
－
dzan
－
dza
　ra
－rag三
一nin圭
　『土族語簡誌』（pp．35－36）には、陳述式規在時附加成分（終止形現在）（－ne）として次の左側の例文
が載っている。これを正盤法に直すと、右側のようになる。この形式には戦断語気助調は付かない。
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鹸集参露5号　（1991年）
　　　　『二と族語郷誌』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正書法
　　　　bu　　mude－ne．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bu　mudeni．
　　　　私は知っている。
　　　　tGe　　　tene　tane－（e）　　uu？　　　　　　　　　　　　　Qi　tenu　tanini　uu？
　　　　あなたは彼を知っていますか。
　　　一方、p．41には翻動詞反復体（非分離翻動詞）←n）として次の左側の例文が載っている。これを正蜜
　　法に薩すと右側のようになる。最初の文は判断語気助詞主観範購、2つめと3つめの文は判断語気助罰客
　　観範疇が付いている。
　　　　il土族語簡誌』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正書法
　　　　　tGaane　bu　otc－n　ii，　ta　　　da　otc－n　a．　　　　　Qaanu　bu　uqinii，　tada　uqina．
　　　　　お茶を私は飲む。　　あなた　も飲む。
　　　　　Gada　xuraa　or（tr－n　a．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gha（玉a　huraa　urona．
　　　　　外で雨が　降っている。
　　　ところで、de　Smedt　et　Mostaert，　ToAaeBa，　Schrδderでは鋤調に付く判断語気助調主観は短母音で
　　現れるため、陳述式現在蒔附加成分との区別ができない。こういう揚合すべて、判断語気助詞主観範騨の
　　一iiのほうで綴ることにする。
　　　岡様のことが併合体副動詞（結合副動詞）の場合にも問題になるが、こちらのほうは区別ができる。
　　『土族語簡誌』（p．41）には次のような例が載っている。
　　　　『土族語簡誌』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正蜜法
　　　　　bu　mude－dz（e）ii．　　　　　　　　　　　　　　　　Bu　mudej圭ii．
　　　　　私はわかった。
　　　　　ken　kele－dur（o）a？　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ken　k圭leja？
　　　　　誰が書ったか。
　　さらにp．38には、次の例が載っている。
　　　　窪土族語簡誌』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正婁法
　　　　　併合体副動罰一dze
　　　　　tce　　　oro－de　re．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qi　ur◎ji　re
　　　　　おまえは入って来い
　　　　　bu圭aiisge　paala玉de－clze　naaden　a．　　　　　　　　　　　　　　Bu玉aisge　paalalduji　naadina．
　　　　　子供は　遣いながら　遊ぶ
　　　Schrδderには一dzeとdzi－iの区瑚があり、正欝法の一」三及び一ji　iiにそれぞれ対応する。　To双ae8aにも
　　この区溺がある。
（6）－ngeが付いた形容調や副調は「根～」、「～点JU、「～些」等と訳されている。－nge　e＝ついては李克
　　郁（1983）、角道（1989b）を参照されたい。
（7）継続｛生を有する動詞の中にはxinaali－「悲しむ」のような非自擬的なものも含まれる。
（8）　「聞く」を蓑す語にはsunos圭一，　sun◎sda－，　qangla一がある。　sger「晃る」に対応するのはsunosi一ある
　　いはsunosda一であることが次の例からわかる。
　　　Qi　　　bazardu　yaan　sun◎siwa，　yaan　sgewa　nige　　kile　．（TV会詣58）
　　　おまえは町　で何を聞いたか　何を見たかちょっと書いなさい。
　　　Lii　sgesanmu　sgewa，　Hi　sunosdasannu　sunodawa．（MQM　sunosda－）
　　　見えないのを見た、　聞こえないの　を聞いた。
　　知覚講文にはsu烈osda一が用いられている。
　　　Aabanu　qigraagunu　　sunosdasan　ha．（τ思2：214，13）
　　　父　が叫んでいるのが閣こえた。
　　命令文の例としては、
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土族語（モソグ±ル語）の類義SS　sger，　ujer，　natt－1こついて
　Aaba，　　aaba！　　　Qi　njeen　ugo　　　　sunosi　daa．（TH夏3：230，36＞
　お父さんお父さん、　　私の　いうことを麗いてください。
注意して醐く楊合はqangla一が用いられる。
　Aka　qidong　　smugeer　qanglaja．（GR　703）
　アカ・チドソは密かに　聞い　た。
したがって、おおまかに次のような関係になっているといえる。
　　　　　　　　　　　　「聞く」
… II羅
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